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朝霞地区保護司会（朝霞支部・志木支部・和光支部・新座支部）

更生保護
会（朝霞支部・志木木支部支 ・和光支部・新座支部）会（朝霞支部・志木支部・和光支部・新座支部）

第9号
令和６年５月16日

発行人はみな、
生かされて
生きていく。

四
年
間
を
振
り
返
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
朝
霞
地
区
保
護
司
会

会
長

本
橋
良
吾

新
緑
の
候
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
日
頃
よ
り
犯
罪
の
な
い
明
る
い
町
づ
く

り
を
は
じ
め
、
更
生
保
護
活
動
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
朝
霞

地
区
保
護
司
会
会
長
の
本
橋
良
吾
で
ご
ざ
い
ま

す
。さ

て
、
令
和
二
年
度
に
志
木
市
よ
り
和
光
市

が
会
長
市
を
引
継
ぎ
ま
し
た
が
、
私
が
朝
霞
地

区
保
護
司
会
会
長
に
就
任
し
た
当
初
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
例

年
通
り
の
事
業
が
で
き
ず
、
し
ば
ら
く
は
手
探

り
の
状
態
で
の
地
区
事
業
の
運
営
が
続
き
ま
し

た
。そ

の
よ
う
な
中
で
も
、
会
長
と
し
て
活
動
し

た
四
年
間
を
振
り
返
る
と
、
嬉
し
い
出
来
事
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、令
和
四
年
度
に「
第

72
回
“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
」
に
お
い
て
、
朝
霞
市
内
小
学
校
児
童

の
作
文
が
二
つ
の
賞
を
同
時
受
賞
し
た
際
に
、

学
校
を
訪
問
し
、
須
田
朝
霞
支
部
長
と
共
に
直

接
本
人
に
お
祝
い
を
伝
え
ら
れ
た
事
は
大
変
嬉

し
く
も
あ
り
、
保
護
司
と
し
て
私
も
更
生
保
護

に
対
す
る
啓
発
活
動
に
、
よ
り
一
層
尽
力
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
と
も
重

な
り
、
印
象
深
く
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
五
年
七
月
に
は
、「
第
73
回
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
朝
霞
地
区
大
会
」
を
和

光
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
し
、
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
増
田
明
美
様
を
お

迎
え
し
、「
自
分
と
い
う
人
生
の
長
距
離
ラ
ン

ナ
ー
」
と
い
う
自
身
の
体
験
談
を
ご
講
演
い
た

だ
き
、
和
光
市
立
大
和
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆

様
の
演
奏
に
よ
り
会
場
を
明
る
い
雰
囲
気
に
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
多
く

の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
朝
霞
地
区
四
市

の
住
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
参
加
者
の
更
生
保

護
へ
の
関
心
が
よ
り
一
層
高
ま
っ
た
素
晴
ら
し

い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
他
に
も
、
令
和
五
年

十
月
に
は
、
県
外
視
察
研
修
を
久
し
ぶ
り
に
実

施
し
、
小
田
原
地
区
保
護
司
会
の
皆
様
と
の
意

見
交
換
会
を
開
催
し
、
有
意
義
な
時
間
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
充
実
し
た
視
察
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

結
び
に
、
令
和
六
年
五
月
を
も
っ
て
、
朝
霞

地
区
保
護
司
会
の
会
長
市
が
和
光
市
か
ら
新
座

市
に
移
り
、
私
は
会
長
を
退
き
ま
す
。
保
護
司

を
昭
和
六
十
年
六
月
に
拝
命
し
、
三
十
九
年
活

動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
会
長
と
し
て
新
た

な
側
面
か
ら
保
護
司
会
事
業
に
携
わ
る
事
が
で

き
、
こ
の
四
年
間
は
新
た
な
学
び
や
発
見
の
連

続
で
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
、

会
員
の
皆
様
や
各
市
事
務
局
の
方
々
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
地
区
事
業
運
営
に
多
大
な
る
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
滞
り
な
く
事
業
が
進
め
ら
れ

た
事
を
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
新
座
市
が
会
長
市
を
引
き
継
い
だ

後
も
引
き
続
き
、
さ
ら
に
一
丸
と
な
っ
て
朝
霞

地
区
保
護
司
会
を
皆
様
で
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
四
年
間
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

令
和
三
〜
五
年
度

退
任
保
護
司

令
和
三
〜
五
年
度

新
任
保
護
司

朝
霞
地
区
保
護
司
会

総
務
部
会

⃝

部
会
長　
　

加
山

茂
夫（
和
光
支
部
）

⃝

副
部
会
長

冨
岡

健
治（
和
光
支
部
）

⃝

副
部
会
長

相
澤

誠
一（
朝
霞
支
部
）

⃝

副
部
会
長

柴
﨑

英
雄（
志
木
支
部
）

⃝

副
部
会
長

大
塚

泰
衞（
新
座
支
部
）

⃝

和
光
支
部

本
橋

良
吾
（
地
区
会
長
）

小
田

昇
治

⃝

朝
霞
支
部

内
田　
　

修　
　

野
島

安
広

佐
藤

順
與

⃝

志
木
支
部

國
分　
　

学　
　

根
岸
美
奈
子

⃝

新
座
支
部

尚

貴
志
子　
　

小
山

嘉
治

星
野

令
光　
　

黍
塚　
　

均

大
熊　
　

正　
　

荻
野

高
史

杉
野
喜
美
恵

“
た
よ
り
”
を
、
お
読
み
い
た
だ
き
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
歴
史
あ
る
社
明
運
動

の
寄
添
う
心
を
考
え
な
が
ら
作
成
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
あ
た
る
編
集
に
際
し
ま
し
て

は
、
和
光
市
役
所
の
担
当
者
様
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

保
護
司
の
皆
様
に
は
、
健
康
に
留
意
さ

れ
増
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

令
和
三
年
十
一
月
一
日
付

和
光
支
部

　
　

和
嶋
美
和
子

保
護
司

（
配
属
変
更
）

令
和
五
年
五
月
二
十
五
日
付

朝
霞
支
部

　
　

関
口

由
紀

保
護
司

和
光
支
部

　
　
栗
原

秀
明

保
護
司

令
和
五
年
七
月
一
日
付

和
光
支
部

　
　

小
田

昇
治

保
護
司

（
配
属
変
更
）

令
和
五
年
十
二
月
一
日
付

新
座
支
部

　
　

稲
葉
智
恵
子

保
護
司

志
木
支
部

　
　

根
岸
美
奈
子

保
護
司

令
和
三
年
五
月
二
十
四
日
付
け

新
座
支
部

　
　

山
口

六
男

保
護
司

令
和
三
年
六
月
三
十
日
付
け

新
座
支
部

　
　

萩
原

富
雄

保
護
司

令
和
三
年
十
月
三
十
一
日
付
け

志
木
支
部

　
　

荒
川

幸
一

保
護
司

令
和
三
年
十
一
月
三
十
日
付
け

朝
霞
支
部

　
　

和
智

勝
弘

保
護
司

新
座
支
部

　
　
吉
澤

豊
康

保
護
司

令
和
四
年
八
月
二
十
四
日
付
け

志
木
支
部

　
　

米
田

正
和

保
護
司

令
和
四
年
十
一
月
三
十
日
付
け

新
座
支
部

　
　

大
澤　
　

寛

保
護
司

令
和
五
年
四
月
三
十
日
付
け

和
光
支
部

　
　

浅
野

里
香

保
護
司

令
和
五
年
五
月
二
十
四
日
付
け

新
座
支
部

　
　

関
根
由
美
子

保
護
司

　
　

荻
原

洋
志

保
護
司

朝
霞
支
部

　
　

塩
味

好
郎

保
護
司

令
和
五
年
十
一
月
三
十
日
付
け

和
光
支
部

　
　

牧
嶋

正
喜

保
護
司

志
木
支
部

　
　

牛
飼

民
代

保
護
司

　
　

髙
橋

恒
夫

保
護
司

朝
霞
支
部

　
　

鈴
木

修
司

保
護
司

令和６年度　朝霞地区保護司会事業計画

４月

・10日　役員会及び会計監査
　　　　定例会及び全体研修会
・18日　定期駐在（サポートセンター）
　　　　各支部総会

５月
・９日　サポートセンター調整会議
・16日　総会及び全体研修会
　　　　保護司だより発行

６月
・７日　第３ブロック連絡協議会理事会
・13日　社会貢献活動（新座市内福祉施設）
・20日　定期駐在（サポートセンター）

７月

・４日　サポートセンター調整会議
・５日　第３ブロック連絡協議会総会
・10日　社明運動（駅前啓発活動）
・18日　定期駐在（サポートセンター）
　　　　各支部自主研修会

８月 ・７日　理事会、定例会及び全体研修会

９月

・５日　サポートセンター調整会議
・12日　社会貢献活動（新座市内福祉施設）
・19日　定期駐在（サポートセンター）
　　　　各支部自主研修会
　　　　新人保護司研修会

10月
・９日　理事会、定例会及び全体研修会
・17日　定期駐在（サポートセンター）
　　　　地区県外視察研修

11月

・７日　サポートセンター調整会議
・21日　定期駐在（サポートセンター）
・27日　第71回埼玉県更生保護大会
　　　　各支部自主研修会

12月

・11日　理事会、定例会及び全体研修会
・12日　社会貢献活動（新座市内福祉施設）
・19日　定期駐在（サポートセンター）
　　　　更生保護女性会との合同研修会

１月
・８日　新年会
・９日　サポートセンター調整会議
・16日　定期駐在（サポートセンター）

２月
・12日　理事会、定例会及び全体研修会
・20日　定期駐在（サポートセンター）

３月

・６日　サポートセンター調整会議
・13日　定期駐在（サポートセンター）
・13日　社会貢献活動（新座市内福祉施設）
　　　　各支部自主研修会
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平
素
か
ら
更
生
保
護
事
業
に
対
し

ま
し
て
、
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
五
年
四
月
か
ら
、
朝
霞
地
区

の
う
ち
、
志
木
市
、
新
座
市
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
篠
田

と
申
し
ま
す
。

さ
い
た
ま
保
護
観
察
所
で
の
勤
務

は
五
年
振
り
で
、
朝
霞
地
区
の
担
当

は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

朝
霞
地
区
保
護
司
会
で
す
が
、
保

護
観
察
所
で
実
施
し
て
い
る
地
域
別

定
例
研
修
の
ほ
か
、
各
支
部
で
自
主

研
修
を
実
施
し
た
り
、
施
設
参
観
を

行
う
な
ど
、
保
護
司
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
主
任
官
と

し
て
大
変
心
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

令
和
五
年
十
二
月
に
は
、
改
正
更

生
保
護
法
が
施
行
さ
れ
、
更
生
保
護

に
対
す
る
期
待
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
朝
霞
地
区
保
護
司
会
の
皆
さ
ま

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
更
生
保
護

活
動
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

日
頃
か
ら
更
生
保
護
行
政
に
多

大
な
る
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

「
保
護
司
だ
よ
り
」も
久
し
ぶ
り
の

発
刊
と
い
う
こ
と
で
、
朝
霞
地
区

保
護
司
会
の
活
動
が
広
報
で
き
る

こ
と
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
唐
突
で
す
が
保
護
司
を
英
語

で
何
と
言
う
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

V
olunteer

probation
offi
cer

と
も

訳
さ
れ
ま
す
が
、
実
はH

O
GO
SH
I

で
も
大
丈
夫
で
す
。
令
和
三
年
三
月

に
実
施
さ
れ
た
京
都
コ
ン
グ
レ
ス
の

サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
世
界
保
護

司
会
議
が
開
催
さ
れ
、
日
本
発
祥

の
保
護
司
をH

O
GO
SH
I

と
し
て
世

界
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
海
外
で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和

国
、
ケ
ニ
ア
共
和
国
及
び
タ
イ
王
国

で
保
護
司
制
度
が
運
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
保
護
司
制
度
が
な
ぜ
世
界
で
求

め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
地
域

事
情
に
精
通
し
、
同
じ
地
域
で
暮
ら

し
、
伴
走
し
て
支
援
す
る
こ
と
の
重

要
性
が
理
解
さ
れ
て
き
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
日
本
で
は
再
犯
率
の
高

さ
、
複
雑
化
す
る
少
年
非
行
な
ど

様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

皆
様
の
益
々
の
お
力
添
え
を
賜
れ
ま

す
と
幸
い
で
す
。

さ
い
た
ま
保
護
観
察
所
主
任
保
護
観
察
官

篠
田
浩
之

さ
い
た
ま
保
護
観
察
所
保
護
観
察
官

池
上

樹

さ
い
た
ま
保
護
観
察
所
長小林

孝
幸

朝
霞
地
区
保
護
司
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
更

生
保
護
の
諸
活
動
に
格
別
の
御
尽
力
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
近
年
、
全
国
的
に
犯
罪
や
非
行
は
大
き
く

減
少
し
ま
し
た
。
令
和
四
年
の
全
国
の
刑
法
犯
認
知

件
数
は
約
六
十
万
一
千
件
で
、
二
十
年
程
前
の
ピ
ー

ク
時
と
比
べ
て
約
八
割
も
減
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

一
方
で
、
刑
法
犯
検
挙
者
に
占
め
る
再
犯
者
の
割
合

で
あ
る
再
犯
者
率
は
、
平
成
九
年
以
降
上
昇
傾
向
が

続
き
、
こ
こ
数
年
、
検
挙
者
の
約
半
数
が
再
犯
者
と

い
う
状
態（
令
和
四
年
は
四
十
七
．
九
％
）で
高
止
ま

り
し
て
い
ま
す
。
再
犯
者
の
中
に
は「
刑
務
所
に
戻

り
た
か
っ
た
」と
犯
行
動
機
を
語
る
者
も
お
り
、
刑

期
を
終
え
て
出
所
し
た
も
の
の
、
現
実
社
会
に
う
ま

く
適
応
で
き
ず
、
社
会
の
中
で
孤
立
し
、
支
援
を
求

め
る
た
め
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
せ
な
い
ま
ま
再
犯
に
至
る

人
が
相
当
数
存
在
す
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

折
し
も
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
国
の
第
二
次
再

犯
防
止
推
進
計
画
で
は
、
基
本
的
な
方
向
性
の
一
つ

と
し
て
、
個
々
の
対
象
者
が
抱
え
る
課
題
に
応
じ
た

「
息
の
長
い
支
援
」が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
令

和
五
年
十
二
月
の
改
正
更
生
保
護
法
の
施
行
に
よ
り
、

保
護
観
察
所
の
業
務
と
し
て
、
新
た
に「
刑
執
行
終

了
者
等
に
対
す
る
援
助
」や「
更
生
保
護
に
関
す
る
地

域
援
助
」等
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

さ
い
た
ま
保
護
観
察
所
と
し
ま
し
て
は
、「
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
社
会
」「
誰
も
が
や
り
直
し
て
輝

け
る
社
会
」の
実
現
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
関

係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
地
域
に
密
着

し
た
更
生
保
護
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

退
任
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
埼
玉
県
更
生
保
護
観
察
協
会

朝
霞
支
部
長

柴
﨑
光
子

朝
霞
地
区
保
護
司
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
更
生
保
護
活
動
の
推
進
に
多
大
な
ご
尽
力
を

賜
り
ま
し
て
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

埼
玉
県
更
生
保
護
観
察
協
会
朝
霞
支
部
長
の
和

光
市
長

柴
﨑
光
子
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
が
埼
玉
県
更
生
保
護
観
察
協
会
朝
霞
支
部

長
に
就
任
し
た
令
和
二
年
度
は
、
す
で
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延
し
て
お
り
、

対
面
で
の
定
期
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
難
し

く
、
保
護
司
の
皆
様
に
直
接
ご
挨
拶
で
き
た
の

は
就
任
か
ら
二
年
を
経
過
し
た
令
和
四
年
五
月

の
定
期
総
会
で
ご
ざ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
例

年
通
り
の
事
業
が
実
施
で
き
な
い
中
で
も
、
保

護
司
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
臨
機
応
変

に
対
応
さ
れ
な
が
ら
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を

も
っ
て
、
地
域
に
お
け
る
安
心
・
安
全
の
実
現

の
た
め
、
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
歴
の
あ
る
少

年
た
ち
の
更
生
と
地
域
住
民
と
の
絆
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
心
で
安
全
な

地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
す
べ

て
の
住
民
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
犯
罪
防
止
の
啓
発
活
動
の
推
進
や
、
再
犯

を
防
ぐ
た
め
の
就
労
支
援
や
住
環
境
の
整
備
な

ど
、
社
会
復
帰
に
向
け
て
様
々
な
困
難
を
抱
え

る
人
た
ち
に
対
す
る
支
援
が
重
要
で
あ
り
、
保

護
司
の
皆
様
の
果
た
す
役
割
は
、
非
常
に
大
き

な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
令
和

五
年
七
月
に
は
、
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、

和
光
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
第
73

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
朝
霞
地
区
大
会
」

を
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
増
田
明
美
様
の
講
演
や
和

光
市
立
大
和
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
様
に
よ
る

演
奏
を
通
じ
て
、
朝
霞
地
区
四
市
の
住
民
の
更

生
保
護
へ
の
関
心
が
、
よ
り
一
層
高
ま
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

結
び
に
、
令
和
六
年
五
月
を
も
っ
て
、
私
は

埼
玉
県
更
生
保
護
観
察
協
会
朝
霞
支
部
長
を
退

き
、
新
座
市
長
が
後
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
り

ま
す
。
こ
の
四
年
間
は
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
対
応

を
お
願
い
す
る
こ
と
も
多
く
、
保
護
司
の
皆
様

に
は
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、

そ
の
度
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
ら
が
無
事
に

任
期
の
四
年
の
責
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
た
ち
行
政
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
も

保
護
司
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
の

連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆

様
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

朝
霞
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長

和
光
支
部

冨
澤

勝

令
和
二
年
度
か
ら
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
に
指
名
さ
れ
た
冨
澤
勝

で
す
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
か
ら
ご
指
導
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
仕
事
が
で
き
て
い
ま
す
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
初
め
て
目
に
す
る
耳
に

す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
概
略
を
記
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
二
十
八
年
二
月

に
朝
霞
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
一
室
を
お
借
り
し
て
、
開
所
し
て

八
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
地
域
に
お
け
る
更
生
保
護
活
動
の
拠
点
と

し
て
、
現
在
十
五
名
の
企
画
調
整
保
護
司
が
、
祝
日
を
除
く
火
曜
日

か
ら
金
曜
日
の
週
四
日
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
一
日
交

替
で
詰
め
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
概
ね
次
の
よ
う
な
役
割
を
有
し
て
い
ま
す
。

一

個
々
の
保
護
司
が
行
う
処
遇
活
動
へ
の
支
援

㊀

保
護
観
察
対
象
者
や
そ
の
家
族
な
ど
と
の
面
接
場
所
と
し
て

活
用

㊁

保
護
司
同
士
で
行
う
処
遇
協
議
、
相
談
支
援

二

保
護
司
会
運
営
の
補
助

㊀

保
護
司
会
運
営
に
関
す
る
事
務
補
助

㊁

役
員
会
や
機
能
別
部
会
へ
の
側
面
的
支
援

三

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

㊀

地
域
の
関
係
機
関
、
団
体
に
関
す
る
情
報
収
集
、
情
報
交
換

㊁

更
生
保
護
関
係
団
体
と
の
連
携
促
進

四

そ
の
他

㊀

保
護
司
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

㊁

保
護
観
察
官
の
定
期
駐
在
の
場

こ
の
よ
う
に
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
は
、
更
生
保
護
活
動
の
拠

点
と
し
て
の
位
置
づ
け
と
と
も
に
、
個
々
の
保
護
司
が
集
う
憩
い
の

場
と
な
る
こ
と
が
、
役
割
の
一
つ
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
経

過
報
告
書
類
や
封
筒
類
な
ど
も
備
え
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
令
和
五
年
度
各
支
部
の
企
画
調
整
保
護
司
〉

◆
朝
霞
支
部
：
髙
橋
悦
次
郎
、
芳
野
繁
信
、
要
害
桂
子
、
大
畑
茂

◆
志
木
支
部
：
神
山
富
士
子
、
志
村
昭
二
、
髙
田
裕
道

◆
和
光
支
部
：
山
田
実
、
田
中
朋
子
、
冨
澤
勝
、
牧
江
利
子

◆
新
座
支
部
：
塩
島
小
夜
子
、
髙
石
光
治
、
尚
貴
志
子
、
大
熊
正

※
敬
称
略
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朝
霞
支
部

支
部
長

須
田

忠
夫

志
木
支
部

支
部
長

田
村

成
彦

和
光
支
部

支
部
長

加
山

茂
夫

新
座
支
部

支
部
長

栗
原

貞
一

研
修
部
会
活
動
報
告

協
力
組
織
部
会
活
動
報
告

犯
罪
予
防
活
動
部
会
活
動
報
告

総
務
部
会
活
動
報
告

新
座
支
部
は
、
現
在
二
十
六
名
の
保

護
司
で
更
生
保
護
・
犯
罪
予
防
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
こ
こ
数
年
は
様
々
な
活
動
に
制
限

が
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
五
年
五
月
に

感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
５
類
に
引

き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
徐
々
に

通
常
の
活
動
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

自
主
研
修
会
で
は
、
㊀
日
本
更
生
保

護
協
会
が
作
成
し
た「
保
護
司
の
た
め

の
発
達
障
が
い
の
理
解
と
対
応
」の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
視
聴
、
㊁
新
座
市
教
育
相
談
セ

ン
タ
ー
の
副
室
長
に
よ
る「
新
座
市
内

小
・
中
学
校
の
現
状
」と
題
し
た
講
義
、

㊂
並
木
傑
新
座
市
長
に
よ
る
市
政
報
告
、

㊃
さ
い
た
ま
少
年
鑑
別
所
職
員
に
よ
る

「
少
年
刑
務
所
か
ら
見
た
少
年
非
行
と

相
談
を
受
け
る
者
の
心
構
え
」と
題
し

た
講
義
な
ど
、
担
当
保
護
司
が
工
夫
を

凝
ら
し
、
様
々
な
内
容
で
研
修
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
恒
例
と
な
っ
て

い
た
県
外
視
察
研
修
を
四
年
ぶ
り
に
実

施
し
、
駿
府
学
園（
少
年
院
）を
視
察
す

る
と
と
も
に
、
支
部
会
員
の
親
睦
を
図

り
ま
し
た
。

令
和
六
年
度
か
ら
は
、
更
な
る
支
部

活
動
の
充
実
を
図
る
べ
く
、
会
員
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

令
和
五
年
度
は
、
県
外
視
察
研
修
会
と
朝
霞

地
区
更
生
保
護
女
性
会
と
の
合
同
研
修
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

初
め
に
、
県
外
視
察
研
修
会
は
、
県
内
外
各

地
に
所
在
す
る
刑
務
所
や
少
年
院
等
に
訪
問
し
、

各
保
護
司
が
対
象
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や
交
流
に

役
立
て
る
た
め
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
に

よ
る
中
止
が
続
い
て
き
た
た
め
、
令
和
元
年
度

に
千
葉
刑
務
所
を
視
察
し
て
以
来
、
四
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
十
月
の
開
催
を
予
定

し
て
調
整
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
刑
務
所
な

ど
の
各
参
観
施
設
は
感
染
症
対
策
で
受
入
れ
を

中
止
し
て
い
た
た
め
、
小
田
原
地
区
保
護
司
会

と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
と

な
っ
た
小
田
原
ア
リ
ー
ナ
で
、
小
田
原
地
区
保

護
司
会
の
皆
さ
ま
か
ら
手
厚
い
歓
迎
を
受
け
、

意
見
交
換
に
お
い
て
も
同
じ
保
護
司
と
い
え
ど

も
地
域
ご
と
に
特
徴
が
あ
る
現
状
を
学
ぶ
な
ど
、

有
意
義
な
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ま

た
、
朝
霞
地
区
更
生
保
護
女
性
会
と
の
合

同
研
修
会
は
、
朝
霞
地
区
で
更
生
保
護
活
動
を

行
う
団
体
同
士
の
連
携
を
深
め
る
た
め
に
開
催

し
て
い
ま
す
。
令
和
五
年
度
は
刑
務
所
で
の
慰

問
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い
る
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

ハ
ー
プ
奏
者
の
永
山
友
美
子
氏
を
お
招
き
し
、

演
奏
と
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
の
中

に
は
、
感
激
の
涙
を
流
す
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

令
和
二
年
早
春
、
協
力
組
織
部
会
へ
の
配
置

が
決
ま
り
、
部
会
長
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
で
、
し
ば
ら
く
の
間
は
何
も
活
動
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
年
に

一
度
程
度
の
役
員
会
を
行
い
、
今
後
の
方
針
を

決
め
ま
し
た
。
朝
霞
地
区
内
の
協
力
事
業
主
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
会
社
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

持
参
し
、
そ
れ
を
回
収
・
集
計
し
た
結
果
を
保

護
司
会
で
共
有
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
、
ア
ン
ケ
ー
ト
が
完
成
し
、
こ
の

文
章
を
書
い
て
い
る
一
月
に
は
支
部
毎
に
各
事

業
所
を
回
り
、
説
明
配
布
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
各
事
業
主
の
皆
様
も
色
ん

な
考
え
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
対
象
者
が
も
う

少
し
真
面
目
に
働
い
て
頂
け
た
ら
採
用
し
て
く

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
に
つ
い
て
は
、
朝
霞
地
区
Ｂ
Ｂ
Ｓ

会
か
ら
保
護
司
会
や
更
生
保
護
女
性
会
、
地
域

の
少
年
少
女
と
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
交
流
会
の
ご
案
内
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
立
教
大
学
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い

て
、
新
し
く
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
が
創
設
さ
れ
、
設
立
総

会
に
ご
招
待
に
預
か
り
、
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
後
に
お
い
て
も
、
朝
霞
地
区
に
お
い
て
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
で
き
る
よ
う
、
協

力
組
織
部
会
と
し
て
も
努
力
い
た
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

犯
罪
予
防
活
動
部
会
で
は
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

安
全
で
安
心
な
明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
事
業
は
、
社
会
貢
献
活
動
・
地
域
犯
罪
予
防

活
動
・
薬
物
乱
用
防
止
・
学
校
と
の
連
携
に
関
す
る

業
務
・
法
務
省
提
唱
の「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

を
実
施
す
る
こ
と
で
す
。

社
会
貢
献
活
動
で
は
、
平
成
二
十
八
年
度
よ
り
偶

数
月
に
老
人
介
護
施
設
へ
出
向
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体「
ひ
ま
わ
り
会
」と
し
て
対
象
者
と
と
も
に
、
入

居
者
を
車
椅
子
に
乗
せ
て
施
設
周
辺
の
散
歩
を
行
っ

た
り
、
施
設
内
外
の
清
掃
や
中
庭
の
草
む
し
り
な
ど

行
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
令
和
四
年
度
は
一
回
、

令
和
五
年
度
は
対
象
者
が
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
令
和
五
年
度
は
四
年
ぶ
り
に
七
月
二
十
一

日（
金
）に
和
光
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー（
サ
ン
ア
ゼ
リ

ア
）で「
第
73
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
朝
霞
地
区

大
会
」を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
さ
い
た
ま
保
護
観
察
所
長
小
林
孝
幸
様

を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
の
皆
様
に
も
ご
臨
席
を
賜
り

多
く
の
市
民
の
皆
様
に
も
ご
来
場
頂
き
ま
し
た
。

第
一
部
の
式
典
に
続
き
第
二
部
で
は
、
現
在
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い

る
増
田
明
美
様
を
講
師
に
迎
え「
自
分
と
い
う
人
生
の

長
距
離
ラ
ン
ナ
ー
」と
題
し
て
講
演
が
あ
り
、
十
三
年

間
に
お
よ
ぶ
マ
ラ
ソ
ン
人
生
の
中
か
ら
培
っ
た
大
変

有
意
義
な
お
話
し
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
後
日
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、
九
割
以
上
の
参
加
者
か
ら

「
良
か
っ
た
」と
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
増
田
明
美
様

か
ら
本
橋
会
長
宛
て
に
御
礼
状
も
頂
き
ま
し
た
。

第
三
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
和
光
市
立
大
和

中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
四
曲
の
大
変
素
晴
ら
し
い

演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ
ビ
ー
に
お
い

て
は
、
川
越
少
年
刑
務
所「
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
」作
成
に
よ

る
刑
務
所
作
業
製
品
、
福
祉
作
業
所
で
作
っ
た
パ
ン

や
小
物
雑
貨
な
ど
の
販
売
が
あ
り
ま
し
た
。

和
光
市
立
大
和
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
様
、
保
護

司
会
・
各
市
の
担
当
職
員
の
方
々
は
じ
め
、
多
く
の

皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
三
年
間
、
部
会
活
動
が
制
限
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
五
年
に
な
っ
て
か
ら

徐
々
に
活
動
が
再
開
さ
れ
、「
保
護
司
だ
よ
り
」

も
第
９
号
を
発
行
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
今

回
は
、
令
和
五
年
夏
に「
第
73
回
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
朝
霞
地
区
大
会
」が
開
催
さ
れ
た

事
も
あ
り
、
例
年
よ
り
も
早
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
動
く
こ
と
と
な
り
、
五
月
末
に
役
員
の
顔
合

わ
せ
を
行
い
、
六
月
か
ら
構
成
作
業
を
始
め
ま

し
た
。
九
月
に
は
、
朝
霞
地
区
保
護
司
会
会
長

に
も
お
越
し
い
た
だ
き
役
員
会
を
開
催
し
、
掲

載
内
容
を
確
認
し
、
十
月
に
は
各
部
署
に
原
稿

を
依
頼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

協
力
も
あ
っ
て
、
無
事
こ
の
度
、
発
刊
に
至
り

ま
し
た
。

ま
た
、
部
会
活
動
の
一
つ
で
も
あ
る
年
末
の

忘
年
会（
懇
親
会
）も
四
年
ぶ
り
に
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
っ
て
か
参
加
者

が
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、「
保
護
司
だ
よ
り
」

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
た
り
、
普
段
あ
ま
り

話
す
機
会
の
な
い
部
会
員
と
の
交
流
を
深
め
る

事
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
二
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
広
が
り
は
じ
め
た
頃
に
、
朝

霞
支
部
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
私
が
支

部
長
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
様
々
な
こ
と
が

制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
保
護
司
会

も
同
様
、
予
定
し
て
い
た
各
事
業
を
思

う
よ
う
に
実
施
出
来
な
く
な
り
、
と
り

わ
け
自
主
研
修
会
等
が
し
ば
ら
く
の
間

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
令

和
五
年
度
か
ら
は
正
常
に
戻
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
社
会
活
動
に
お
い
て
も
、
一

日
も
早
く
平
穏
な
日
々
が
戻
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
支
部
活
動
は
、
四
月

に
総
会
を
行
い
、
事
業
計
画
や
予
算
案

等
の
議
題
が
無
事
に
承
認
さ
れ
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
総
会
後
に
は
、
出
席

者
全
員
で
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
八
月
は
、
七
十
万
人
の

人
々
で
賑
わ
う
彩
夏
祭
の
準
備
や
清
掃

活
動
、
迷
子
係
を
担
当
し
ま
し
た
。
一

月
に
は
、
四
年
ぶ
り
と
な
る
視
察
研
修

会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、
多
摩
少

年
院
に
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
少
年
院

内
の
施
設
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
年
に
三
回
、
自
主
研
修
会
を

開
催
し
、
担
当
保
護
司
に
よ
る
保
護
観

察
の
事
例
を
踏
ま
え
て
の
勉
強
会
を
実

施
す
る
等
、
研
鑚
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
研
鑚
を
重
ね
、
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
ま
ち
を
目
指
し
て
活
動
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

志
木
支
部
保
護
司
会
は
現
在
十
四
名

（
男
性
八
名
女
性
六
名
）で
活
動
し
て
お

り
ま
す
。

保
護
司
と
は「
犯
罪
や
非
行
を
し
た

人
の
立
ち
直
り
を
助
け
、
保
護
観
察
と

犯
罪
予
防
の
た
め
の
地
域
へ
の
啓
発
活

動
、
地
域
社
会
の
浄
化
」を
行
っ
て
い

ま
す
。

支
部
で
は
市
内
中
学
校
の
入
学
式
・

体
育
祭
・
卒
業
式
へ
の
参
加
や
、
毎
年

七
月
を
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
化

月
間
と
し
て
地
区
社
名
大
会
に
参
加
し

た
り
、
市
内
中
学
校
を
訪
問
し
、
情
報

交
換
や
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
の
お
願
い
、
ま
た
出
前
講

座
と
し
て
生
徒
た
ち
へ
犯
罪
予
防
の
授

業
、
更
生
保
護
女
性
会
と
の
合
同
研
修
、

近
隣
の
矯
正
施
設
へ
の
視
察
を
し
保
護

司
の
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
に
お
い
て
は
、
連
携
を
図
り
、

犯
罪
を
な
く
し
安
心
安
全
な
生
活
が
で

き
、
信
頼
が
で
き
る
よ
う
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
二
年
度
に
和
光
市
に
地
区
事
務

局
が
移
っ
て
か
ら
の
四
年
間
は
あ
っ
と

い
う
間
で
し
た
。
四
年
間
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
も
あ
り
ま
し
た
が
、
令

和
五
年
七
月
の「
第
73
回
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
朝
霞
地
区
大
会
」は
、
地

元
開
催
と
い
う
事
も
あ
り
、
和
光
支
部

と
し
て
も
大
き
な
出
来
事
と
な
り
ま
し

た
。
当
日
は
、
第
一
部
式
典
か
ら
始
ま

り
、
第
二
部
は
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
で

も
あ
る
増
田
明
美
様
の
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
第
三
部
は
和
光
市
立
大
和
中

学
校
の
吹
奏
楽
部
の
皆
様
に
よ
る
素
晴

ら
し
い
演
奏
で
大
盛
況
の
中
終
了
し
ま

し
た
。

ま
た
、
和
光
支
部
と
し
て
は
、
令
和

五
年
秋
に
久
し
ぶ
り
に
歓
送
迎
会
を
実

施
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
令
和
五
年

秋
に
退
任
さ
れ
た
牧
嶋
保
護
司
を
は
じ

め
、
コ
ロ
ナ
禍
の
間
に
和
光
支
部
に
加

わ
っ
た
和
嶋
保
護
司
、
栗
原
保
護
司
、

小
田
保
護
司
を
交
え
て
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
支
部
内
の
交

流
を
深
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
令
和

六
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
し
ば
ら

く
実
施
で
き
ず
に
い
た
更
生
施
設
の
訪

問
を
ぜ
ひ
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
す
が
、
四
年
間
、
朝

霞
地
区
並
び
に
和
光
支
部
に
対
し
て
多

方
面
に
援
助
し
て
い
た
だ
い
た
和
光
市

事
務
局
に
対
し
て
、
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

部
会
長

栗
原

貞
一

部
会
長

須
田

忠
夫

副
部
会
長

伊
藤

允
光

部
会
長

加
山

茂
夫
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法務大臣表彰
伊藤　允光

全国保護司連盟理事長表彰
関根由美子　　奥田　京子

関東地方更生保護委員会委員長表彰
内田　修央　　大畑　　茂　　金子　晃巳
髙橋悦次郎　　髙橋　克安

保
護
司
に
な
っ
て
二
十
二
年
で
す
。

思
い
起
こ
せ
ば
年
の
初
め
頃
、
朝
霞
市
長
が

自
衛
隊
で
の
公
務
の
帰
り
と
言
っ
て
私
の
店

（
自
衛
隊
正
門
前
の
畳
店
）へ
寄
り
ま
し
た
。

「
相
澤
さ
ん
頼
み
が
あ
る
ん
だ
︙
。
保
護
司
を

や
っ
て
ほ
し
い
ん
だ
け
ど
︙
。」

私
は
学
校
は
中
学
し
か
出
て
い
な
い
し
文
を

書
く
の
が
苦
手
、
人
前
で
し
ゃ
べ
る
の
は
な
お

苦
手
と
お
断
り
し
た
ら
、
大
丈
夫
だ
か
ら
と
に

か
く
受
け
て
く
れ
と
言
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

そ
の
後
十
月
頃
に
保
護
司
会
の
会
長
と
市
役

所
の
人
が
来
ら
れ
、
市
長
か
ら
話
は
聞
い
て
い

る
だ
ろ
う
が
町
内
の
保
護
司
さ
ん
が
辞
め
る
の

で
ぜ
ひ
引
き
受
け
て
欲
し
い
、
と
。
こ
の
時
も

店
の
仕
事
が
忙
し
い
か
ら
と
申
し
て
お
い
た
の

で
す
が
。
野
球
の
友
達
か
ら
は
、
せ
っ
か
く
頼

ま
れ
た
の
だ
か
ら
受
け
て
や
れ
よ
と
言
わ
れ
、

幼
馴
染
の
友
達
か
ら
は
な
ん
と
、
実
は
自
分
も

十
五
年
前
か
ら
保
護
司
を
や
っ
て
い
る
と
聞
き

ま
し
て
、
や
り
た
く
て
も
や
れ
な
い
人
も
い
る

大
事
な
仕
事
だ
よ
と
強
く
薦
め
ら
れ
ま
し
た
。

十
二
月
に
研
修
会
参
加
、
二
日
間
朝
か
ら
夕

方
ま
で
み
っ
ち
り
勉
強
で
し
た
。
そ
の
ま
た
翌

年
十
二
月
か
ら
正
式
に
仕
事
が
始
ま
り
、
二
ヶ

月
に
一
度
は
四
市（
朝
霞
・
和
光
・
志
木
・
新

座
）の
勉
強
会
、
同
じ
く
二
ヶ
月
に
一
度
朝
霞

の
勉
強
会
も
あ
り
先
輩
た
ち
か
ら
た
く
さ
ん
教

わ
り
ま
し
た
。
実
際
に
対
象
者
と
接
す
る
と
一

層
自
分
で
も
勉
強
す
る
よ
う
に
な
り
、
い
ろ
い

ろ
な
対
象
者
に
会
っ
て
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
現

在
に
至
り
ま
す
。
長
い
よ
う
で
短
い
二
十
二
年

で
し
た
。
保
護
司
は
な
か
な
か
適
任
者
が
見
つ

か
ら
な
い
と
も
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ひ
と

つ
私
の
よ
う
な
体
験
で
も
、
と
し
た
た
め
て
み

ま
し
た
。

保
護
司
を
拝
命
し
て

朝
霞
支
部

相
澤
誠
一

関東地方更生保護委員会委員長表彰
大塚　泰衞　　志村　昭二

尚　貴志子

関東地方保護司連盟会長表彰
今村　秀信　　深野　　悟

さいたま保護観察所長表彰
松山　由紀　　飯倉　昇明
國分　　学　　

埼玉県保護司連合会長表彰
米田　正和　　牧　江利子
千田　英雄　　黍塚　　均
野島　安広

第68回
埼玉県更生保護大会表彰

受彰者　18名（敬称略）

日時：令和3年11月25日（木）
　　　午後2時～午後3時
場所：さいたま市文化センター

法務大臣表彰
相澤　誠一　　大澤　　寛
吉澤　豊康

全国保護司連盟理事長表彰
髙橋　富雄　　鈴木　修司

法務大臣表彰
相澤　誠一　　大澤　　寛

関東地方保護司連盟会長表彰
五十嵐愛子　　近藤佐保子　　要害　桂子
髙石　光治

さいたま保護観察所長表彰
内田　　修　　石井　秀和　　小山　嘉治
浪間　兼三　　星野　令光

埼玉県保護司連合会長表彰
伊藤久峰子　　今泉　良隆　　上田　昭憲
大熊　　正　　荻野　高史　　小日向一明
佐藤　明広　　陶山　憲雅　　髙田　裕道
瀧島　浩司

第69回
埼玉県更生保護大会表彰

受彰者　27名（敬称略）

日時：令和4年11月25日（金）
　　　午後2時～午後3時
場所：戸田市文化会館

法務大臣表彰
伊藤　允光

関東地方保護司連盟会長表彰
松山　由紀　　和嶋美和子　　飯倉　昇明
國分　　学

さいたま保護観察所長表彰
黍塚　　均　　千田　英雄　　野島　安広　　
牧　江利子

埼玉県保護司連合会長表彰
小田　昇治　　佐藤　順與　　杉野喜美恵
橋本　尚樹　　森田　幸子

埼玉県知事感謝状
千綿マリ子　　牛飼　民代

第70回
埼玉県更生保護大会表彰

受彰者　23名（敬称略）

日時：令和5年11月21日（火）
　　　午後1時10分～午後3時30分
場所：戸田市文化会館

法務大臣表彰
髙橋　富雄

全国保護司連盟理事長表彰
髙橋　恒夫　　芳野　繁信

関東地方更生保護委員会委員長表彰
今村　秀信　　深野　　悟　　五十嵐愛子
近藤佐保子　　要害　桂子

法務大臣表彰
髙橋　富雄

令和２年度～令和５年度　叙勲・褒章

令和２年秋 
瑞宝双光章
志木支部

柴﨑　英雄

令和３年春 
藍綬褒章
朝霞支部

和智　勝弘

令和３年秋
瑞宝双光章
和光支部

加山　茂夫

令和４年秋 
瑞宝双光章
朝霞支部

須田　忠夫

令和４年秋 
藍綬褒章
朝霞支部

相澤　誠一

令和５年春 
瑞宝双光章
新座支部

栗原　貞一




